
外部評価報告書 

｢新野外通信システム｣ 

１  外部評価委員会の概要 

（１） 日程・場所： 平成２２年１２月１５日 １３：００～１５：３０ 

防衛省 技術研究本部 本部長会議室 

（２） 評価委員（職名は委員会開催時点。敬称略、五十音順） 

（委員長） 荒木 純道 （東京工業大学大学院 理工学研究科 電気電子工学専攻

教授） 

 岡田 啓 （埼玉大学大学院 理工学研究科 数理電子情報部門 電

気電子システム領域 准教授） 

 加藤 聰彦 （電気通信大学大学院 情報システム学研究科 情報ネット

ワークシステム学専攻 教授） 

 村田 英一 （京都大学大学院 情報学研究科 通信情報システム専攻

准教授） 

（３） 説明者： 技術研究本部 技術開発官(陸上担当)付第４開発室長   白井 一弘 

２  評価対象項目 

新野外通信システム 

[中間評価（試作終了時点）] 

（計画担当：技術研究本部 技術開発官(陸上担当)付第４開発室） 

３  評価対象事項 

ソフトウェア無線及びアドホックネット関連技術 

４  事業の概要 

（１） 開発の目的 

現有方面隊電子交換システム、師団通信システム及び各種機能別無線機の後継と

して方面隊及び師団等に装備し、方面隊、師団等の指揮・統制・情報伝達のための通

信を継続的に確保するために使用する新野外通信システムを開発する。 

（２） 研究開発線表 

年度 １９ ２０ ２１ ２２ ２３ 

全 
体 
計 
画 

   

 

 
 

（３） 運用構想 

別紙１参照 

試 作 

技術試験 



（４） 試作品の概要 

別紙２参照 

５ 評価の概要 

（１） 議論・質疑が集まったところ 

‧ ソフトウェア無線機の性能評価について 

‧ ネットワーク構成時間等のアドホックネットワークの性能の支配要因について 

‧ 収容可能台数及び複数キャリア周波数への対応等のネットワークの拡張性につい

て 

‧ 中継等による伝送遅延時間について 

‧ ネットワークトポロジの変化に対するアドホックネットワークの性能への影響について 

‧ 有線接続により無線通信環境を模擬したネットワーク特性の試験評価手法の妥当

性について 

（２） 頂いたコメント、提言等 

‧ プロアクティブ型のアドホックネットワーク方式はノードが移動する場合に安定した通

信ができないと指摘されており、移動状況や無線到達範囲等を考慮し、運用状況に

よりリアクティブ型の方式にも対応することが望まれる。  

‧ 雑音、フェージング及びネットワークトポロジの変化等の影響を考慮する必要があり、

今後実施される野外試験等において評価することが望まれる。  

‧ 実際に、無線を使って端末が移動する場合の評価においては、制御メッセージのオ

ーバヘッド等のより詳細な解析が望まれる。  

‧ 将来的には、フレーム構成、送受切り替え時間、処理時間及びルーティングの設定

等を工夫することにより、時間遅延等を短縮することなどネットワークの効率化が図

られるものと考えられる。  

（３） 外部評価委員会のまとめ 

ソフトウェア無線として、ＳＣＡ１)に準拠した上で本システムに合わせた拡張方式を選

定している点は評価できる。また、ネットワーク構築方式として、時間や伝送速度の保

証、高トラヒックを想定したアドホックネットワーク方式を採用したこと等、解明手法は妥

当である。 

実用システムとして堅実に、しかも必要な部分では新しい技術を取り入れており、実

用性と先進性の両立がなされている。今後は、無線環境を用いた最終的な評価の結果

が期待される。 

１) ＳＣＡ (Software Communication Architecture)：米軍の統合戦術無線システムのソ

フトウェア共通アーキテクチャ 



別紙第１ 
運 用 構 想 

（民間通信事業者） 

中央 

（衛星通信システム） 

整備支援装置 

ネットワーク管理装置 

指揮所用 
ネットワーク装置 

アクセスノード装置 

アクセスノード装置 

バックボーンノード装置 

ユーザネットワーク 

（基地通信網） 

本格的対応時 

ネットワークインフラ 

基地 

ノード中継装置 

初動対応時 有線 / 無線 
接続装置 

広帯域 
多目的無線機 



別紙第２ 試 作 品 の 概 要 
（広帯域多目的無線機） 

ソフトウェア 
無線機化 

要求に応じた 
優先・経路制御等 

機動性の向上 
ネットワークの 
自律分散化 

効率的な回線運用の 
ための一元的な管理 

車両用 

携帯用Ⅱ型 

機上用 

携帯用Ⅰ型 

通信型式 
アプリケーション 




